
(57)【要約】

　【課題】ＣＰＵの起動時間よりタイムアウト期間が短

いウォッチドックタイマを用いても、ＣＰＵが再起動を

繰り返すことを防止することができる、電子内視鏡装置

を提供する。

　【解決手段】正常動作時に第１のパルス信号を出力す

るＣＰＵ１１と、第２のパルス信号を生成するウォッチ

ドッククリア信号生成部１３と、ＣＰＵ１１の起動完了

の検知結果に基づき、第１のパルス信号または第２のパ

ルス信号のどちらか一方を異常監視信号として出力する

ウォッチドック制御部１４と、異常監視信号に基づきＣ

ＰＵ１１の異常を検出してリセット信号を出力するウォ

ッチドックタイマＩＣ２とを備えている。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 正 常 動 作 時 に 第 １ の パ ル ス 信 号 を 出 力 す る コ ン ト ロ ー ラ と 、
　 第 ２ の パ ル ス 信 号 を 生 成 す る ダ ミ ー パ ル ス 生 成 手 段 と 、
　 前 記 コ ン ト ロ ー ラ の 起 動 完 了 を 検 知 す る 起 動 完 了 検 知 手 段 と 、
　 前 記 起 動 完 了 検 知 手 段 の 検 知 結 果 に 基 づ き 、 前 記 第 １ の パ ル ス 信 号 ま た は 前 記 第 ２ の パ
ル ス 信 号 の ど ち ら か 一 方 を 異 常 監 視 信 号 と し て 出 力 す る 異 常 監 視 信 号 生 成 手 段 と 、
　 前 記 異 常 監 視 信 号 に 基 づ き 前 記 コ ン ト ロ ー ラ の 異 常 を 検 出 し て リ セ ッ ト 信 号 を 出 力 す る
異 常 検 出 手 段 と を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 電 子 内 視 鏡 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 異 常 監 視 信 号 生 成 手 段 が 、 前 記 コ ン ト ロ ー ラ の 起 動 が 未 完 了 の 場 合 は 前 記 第 ２ の パ
ル ス 信 号 を 前 記 異 常 監 視 信 号 と し て 出 力 し 、 前 記 コ ン ト ロ ー ラ の 起 動 が 完 了 し て い る 場 合
は 前 記 第 １ の パ ル ス 信 号 を 前 記 異 常 監 視 信 号 と し て 出 力 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １
に 記 載 の 電 子 内 視 鏡 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 異 常 監 視 信 号 生 成 手 段 が 、 前 記 コ ン ト ロ ー ラ の 起 動 状 況 を 監 視 す る 起 動 監 視 手 段 を
有 し 、 前 記 起 動 監 視 手 段 の 監 視 結 果 に 基 づ き 、 前 記 コ ン ト ロ ー ラ が 起 動 中 に 異 常 を 発 生 し
た 場 合 は 前 記 異 常 監 視 信 号 の 出 力 を 停 止 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２
に 記 載 の 電 子 内 視 鏡 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 異 常 検 出 手 段 が 、 前 記 コ ン ト ロ ー ラ の 内 部 に 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請
求 項 １ か ら 請 求 項 ３ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 電 子 内 視 鏡 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 正 常 動 作 時 に パ ル ス 信 号 を 出 力 す る コ ン ト ロ ー ラ と 、
　 前 記 コ ン ト ロ ー ラ の 起 動 完 了 を 検 知 す る 起 動 完 了 検 知 手 段 と 、
　 前 記 パ ル ス 信 号 に 基 づ き 前 記 コ ン ト ロ ー ラ の 異 常 を 検 出 し て 異 常 検 知 信 号 を 出 力 す る 異
常 検 出 手 段 と 、
　 前 記 異 常 検 知 信 号 を 受 信 し た 場 合 に 、 前 記 起 動 完 了 検 知 手 段 の 検 知 結 果 に 基 づ き 、 前 記
コ ン ト ロ ー ラ の 起 動 が 完 了 し て い る 場 合 は リ セ ッ ト 信 号 を 出 力 す る リ セ ッ ト 信 号 生 成 手 段
と を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 電 子 内 視 鏡 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 リ セ ッ ト 信 号 生 成 手 段 が 、 前 記 コ ン ト ロ ー ラ の 起 動 状 況 を 監 視 す る 起 動 監 視 手 段 を
有 し 、 前 記 起 動 監 視 手 段 の 監 視 結 果 に 基 づ き 、 前 記 コ ン ト ロ ー ラ が 起 動 中 に 異 常 を 発 生 し
た 場 合 は 前 記 リ セ ッ ト 信 号 を 出 力 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ５ に 記 載 の 電 子 内 視 鏡 装
置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 コ ン ト ロ ー ラ が 、 Ｆ Ｐ Ｇ Ａ ま た は Ｃ Ｐ Ｌ Ｄ の 内 部 に Ｃ Ｐ Ｕ を 搭 載 し て 構 成 さ れ る こ
と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ６ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 電 子 内 視 鏡 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 コ ン ト ロ ー ラ の 異 常 を 検 出 し て リ セ ッ ト 動 作 を 実 行 さ せ る 異 常 監 視 手 段 を 有
す る 電 子 内 視 鏡 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 年 、 体 腔 内 臓 器 等 を 観 察 し た り 、 必 要 に 応 じ て 処 置 具 チ ャ ン ネ ル 内 に 挿 通 し た 処 置 具
を 用 い た り し て 各 種 治 療 処 置 の で き る 内 視 鏡 装 置 が 広 く 利 用 さ れ て い る 。 ま た 、 工 業 用 の
分 野 に お い て も 、 ボ イ ラ 、 タ ー ビ ン 、 エ ン ジ ン 、 化 学 プ ラ ン ト 等 の 細 径 管 内 部 の 傷 や 腐 食
等 の 観 察 、 検 査 に 工 業 用 内 視 鏡 が 広 く 用 い ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
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　 内 視 鏡 装 置 は 、 照 明 光 を 照 射 す る 光 源 装 置 と 、 体 腔 内 や 細 径 管 内 に 挿 入 す る 挿 入 部 と 、
挿 入 部 を 湾 曲 操 作 す る 操 作 部 と か ら 主 に 構 成 さ れ て い る 。 操 作 部 か ら 挿 入 部 に か け て は 、
挿 入 部 先 端 に 照 明 光 を 伝 達 す る ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ 束 な ど の 照 明 光 伝 送 手 段 や 、 照 明 光
が 照 射 さ れ る こ と で 得 ら れ る 被 写 体 か ら の 光 を 伝 達 す る イ メ ー ジ ガ イ ド な ど の 観 察 光 伝 達
手 段 が 敷 設 さ れ て い る 。 ま た 、 操 作 部 に は 、 イ メ ー ジ ガ イ ド な ど を 介 し て 伝 達 さ れ た 被 写
体 か ら の 光 を 肉 眼 で 観 察 す る た め の 接 眼 部 と 、 ラ イ ト ガ イ ド な ど に 所 定 の 照 明 光 を 入 射 さ
せ る た め の 光 源 装 置 と の 接 続 部 な ど が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ま た 、 挿 入 部 の 先 端 や 操 作 部 の イ メ ー ジ ガ イ ド 端 に 固 体 撮 像 素 子 、 例 え ば Ｃ Ｃ Ｄ を 配 設
し 、 ラ イ ト ガ イ ド か ら 出 射 さ れ た 照 明 光 に よ る 観 察 部 位 か ら の 光 を 、 対 物 光 学 系 で 撮 像 面
に 結 像 さ せ て 電 気 信 号 に 変 換 し 、 こ の 電 気 信 号 を 信 号 処 理 す る こ と で 、 モ ニ タ 等 に 観 察 部
位 の 電 子 画 像 を 表 示 さ せ る こ と の で き る 電 子 内 視 鏡 装 置 も 開 発 ・ 実 用 化 さ れ て い る （ 例 え
ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の よ う な 電 子 内 視 鏡 装 置 に お い て は 、 予 め 入 力 さ れ た 各 種 設 定 値 、 あ る い は 外 部 か ら
の 操 作 指 示 に 応 じ て 装 置 の 各 部 位 を 制 御 す る た め の コ ン ト ロ ー ラ が 設 け ら れ て い る 。 コ ン
ト ロ ー ラ を Ｃ Ｐ Ｕ （ 中 央 演 算 処 理 装 置 ） ， Ｆ Ｐ Ｇ Ａ （ Field Programmable Gate Array）
， Ｃ Ｐ Ｌ Ｄ （ Complex Programmable Logic Device） な ど で 構 成 す る 場 合 、 こ れ ら の 暴 走
を 検 知 す る 暴 走 検 知 手 段 と 、 暴 走 し た コ ン ト ロ ー ラ 動 作 す る こ と に よ り 制 御 し て い る 機 器
に ダ メ ー ジ を 与 え る こ と を 防 ぐ た め に 、 コ ン ト ロ ー ラ が 暴 走 し て い る こ と を 検 知 し た 場 合
に コ ン ト ロ ー ラ を リ セ ッ ト し て 動 作 を 初 期 化 す る リ セ ッ ト 手 段 と を 有 す る 異 常 監 視 手 段 を
設 け る こ と が 一 般 的 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 異 常 監 視 手 段 と し て は 、 ウ ォ ッ チ ド ッ ク タ イ マ が 広 く 知 ら れ て お り 、 一 般 的 に 使 用 さ れ
て い る 。 ウ ォ ッ チ ド ッ グ タ イ マ は 、 監 視 対 象 の コ ン ト ロ ー ラ と 直 接 接 続 さ れ 、 コ ン ト ロ ー
ラ が 正 常 に 動 作 し て い る か ど う か を 監 視 す る た め に 、 コ ン ト ロ ー ラ が 出 力 ポ ー ト を 制 御 し
て ソ フ ト 的 に 作 る タ イ マ を ク リ ア す る た め の 所 定 周 期 の パ ル ス 信 号 を 監 視 す る こ と に よ り
、 コ ン ト ロ ー ラ が 異 常 な 動 作 状 態 に な っ て パ ル ス 信 号 を 出 力 で き な く な り 、 一 定 期 間 パ ル
ス が 発 生 し な く な っ た 場 合 に コ ン ト ロ ー ラ に 対 し て リ セ ッ ト 信 号 を 出 力 す る 。 タ イ マ が ク
リ ア さ れ て か ら リ セ ッ ト を 出 力 す る ま で の タ イ ム ア ウ ト 期 間 は 、 個 々 の ウ ォ ッ チ ド ッ ク タ
イ マ で 固 有 の 値 を 有 し て お り 、 コ ン ト ロ ー ラ の 仕 様 に 適 し た ウ ォ ッ チ ド ッ ク タ イ マ を 選 択
し て 使 用 す る 必 要 が あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ５ － １ ０ ３ ３ ２ ５ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 内 部 に Ｃ Ｐ Ｕ を 設 け た Ｆ Ｐ Ｇ Ａ や Ｃ Ｐ Ｌ Ｄ で 電 子 内 視 鏡 の コ ン ト ロ ー ラ を 構 成 し て い る
場 合 、 装 置 の 電 源 投 入 時 に お い て 、 コ ン フ ィ グ レ ー シ ョ ン が 完 了 す る ま で ソ フ ト ウ ェ ア の
イ ニ シ ャ ラ イ ズ が 開 始 さ れ な い 。 こ の た め 、 Ｃ Ｐ Ｕ の 起 動 に 時 間 が か か っ て し ま う 。 Ｃ Ｐ
Ｕ の 起 動 時 間 よ り も タ イ ム ア ウ ト 期 間 が 短 い ウ ォ ッ チ ド ッ ク タ イ マ を 選 択 し た 場 合 、 Ｃ Ｐ
Ｕ の 起 動 中 は タ イ マ を ク リ ア す る た め の 所 定 周 期 の パ ル ス 信 号 が 出 力 さ れ な い た め 、 Ｃ Ｐ
Ｕ の 起 動 中 に リ セ ッ ト が 出 力 さ れ て し ま い 、 電 源 投 入 時 に 装 置 が 再 起 動 を 繰 り 返 し て し ま
う と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の 問 題 を 回 避 す る た め に は 、 Ｃ Ｐ Ｕ の 起 動 時 間 よ り も タ イ ム ア ウ ト 期 間 が 長 い ウ ォ ッ
チ ド ッ ク タ イ マ を 用 い る 必 要 が あ る 。 こ の 場 合 、 上 述 し た Ｃ Ｐ Ｕ 起 動 時 に 再 起 動 が 繰 り 返
し 行 わ れ る こ と は 防 げ る が 、 診 察 し た り や 観 察 し た り し て い る 最 中 に Ｃ Ｐ Ｕ が 暴 走 し た 場
合 は 、 リ セ ッ ト を 開 始 す る タ イ ミ ン グ も 遅 く な っ て し ま う 。 例 え ば 、 挿 入 部 が 体 腔 内 に 挿
入 さ れ て い る 状 態 で Ｃ Ｐ Ｕ が 暴 走 し た 場 合 、 装 置 が 誤 動 作 を 起 こ し て 体 腔 内 が 傷 つ く 可 能
性 が あ る た め 、 電 子 内 視 鏡 を は じ め と す る 医 療 用 装 置 で は 、 タ イ ム ア ウ ト 期 間 が 長 い ウ ォ
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ッ チ ド ッ ク タ イ マ を 用 い る こ と は 安 全 上 の 問 題 か ら 難 し い と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 に お い て は 、 Ｃ Ｐ Ｕ の 起 動 時 間 よ り タ イ ム ア ウ ト 期 間 が 短 い ウ ォ ッ チ ド
ッ ク タ イ マ を 用 い て も 、 Ｃ Ｐ Ｕ が 再 起 動 を 繰 り 返 す こ と を 防 止 す る こ と が で き る 、 電 子 内
視 鏡 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 電 子 内 視 鏡 装 置 は 、 正 常 動 作 時 に 第 １ の パ ル ス 信 号 を 出 力 す る コ ン ト ロ ー ラ と
、 第 ２ の パ ル ス 信 号 を 生 成 す る ダ ミ ー パ ル ス 生 成 手 段 と 、 コ ン ト ロ ー ラ の 起 動 完 了 を 検 知
す る 起 動 完 了 検 知 手 段 と 、 起 動 完 了 検 知 手 段 の 検 知 結 果 に 基 づ き 、 第 １ の パ ル ス 信 号 ま た
は 第 ２ の パ ル ス 信 号 の ど ち ら か 一 方 を 異 常 監 視 信 号 と し て 出 力 す る 異 常 監 視 信 号 生 成 手 段
と 、 異 常 監 視 信 号 に 基 づ き コ ン ト ロ ー ラ の 異 常 を 検 出 し て リ セ ッ ト 信 号 を 出 力 す る 異 常 検
出 手 段 と を 備 え て い る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 Ｃ Ｐ Ｕ の 起 動 時 間 よ り タ イ ム ア ウ ト 期 間 が 短 い ウ ォ ッ チ ド ッ ク タ イ マ を 用 い て も 、 Ｃ Ｐ
Ｕ が 再 起 動 を 繰 り 返 す こ と を 防 止 す る こ と が で き る 、 電 子 内 視 鏡 装 置 を 実 現 す る こ と が で
き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 以 下 、 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
（ 第 １ の 実 施 の 形 態 ）
　 ま ず 、 図 １ に 基 づ き 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 わ る 電 子 内 視 鏡 装 置 の コ ン ト ロ ー
ラ に 関 す る 異 常 監 視 手 段 の 全 体 構 成 に つ い て 説 明 す る 。 図 １ は 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形
態 に 係 わ る 電 子 内 視 鏡 装 置 の コ ン ト ロ ー ラ に 関 す る 異 常 監 視 手 段 の 構 成 を 説 明 す る ブ ロ ッ
ク 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に お け る 電 子 内 視 鏡 装 置 の コ ン ト ロ ー ラ
に 関 す る 異 常 監 視 手 段 は 、 監 視 対 象 と な る コ ン ト ロ ー ラ で あ る Ｆ Ｐ Ｇ Ａ １ と 、 Ｆ Ｐ Ｇ Ａ １
の 異 常 を 検 知 し て リ セ ッ ト 動 作 を さ せ る 、 異 常 検 出 手 段 と し て の ウ ォ ッ チ ド ッ ク タ イ マ Ｉ
Ｃ ２ と 、 ク ロ ッ ク 信 号 Ｃ Ｌ Ｋ を 生 成 し て Ｆ Ｐ Ｇ Ａ １ へ 出 力 す る ク ロ ッ ク ３ と か ら 構 成 さ れ
て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 Ｆ Ｐ Ｇ Ａ １ は 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ １ と 、 電 子 内 視 鏡 装 置 の メ モ リ や フ ロ ン ト パ ネ ル と い っ た 各 部
位 を 制 御 す る そ の 他 制 御 部 １ ２ と 、 ク ロ ッ ク ３ で 生 成 さ れ る ク ロ ッ ク 信 号 を 基 に ウ ォ ッ チ
ド ッ ク タ イ マ ク リ ア 信 号 Ｗ Ｄ Ｃ Ｋ ＿ Ｈ Ｗ を 生 成 す る 、 ダ ミ ー パ ル ス 生 成 手 段 と し て の ウ ォ
ッ チ ド ッ ク ク リ ア 信 号 生 成 部 １ ３ と 、 ウ ォ ッ チ ド ッ ク タ イ マ Ｉ Ｃ ２ を 制 御 す る 、 起 動 完 了
検 知 手 段 及 び 異 常 監 視 信 号 生 成 手 段 と し て の ウ ォ ッ チ ド ッ ク 制 御 部 １ ４ と か ら 構 成 さ れ て
い る 。 な お 、 ク ロ ッ ク ３ で 生 成 さ れ た ク ロ ッ ク 信 号 Ｃ Ｌ Ｋ は 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ １ と 、 そ の 他 制 御
部 １ ２ と 、 ウ ォ ッ チ ド ッ ク ク リ ア 信 号 生 成 部 １ ３ に 出 力 さ れ て い る 。 Ｆ Ｐ Ｇ Ａ １ は 、 コ ン
フ ィ グ レ ー シ ョ ン が 完 了 す る ま で 、 特 定 の ピ ン 以 外 は ハ イ イ ン ピ ー ダ ン ス （ Ｈ ｉ － Ｚ ） 状
態 、 す な わ ち 、 他 の 部 位 と 電 気 的 に 接 続 さ れ て い な い 状 態 に な さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 Ｃ Ｐ Ｕ １ １ で は 、 ウ ォ ッ チ ド ッ ク 制 御 部 １ ４ に 対 し 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ １ が 出 力 す る ソ フ ト の イ
ニ シ ャ ラ イ ズ が 完 了 し た か 否 か を 示 す イ ニ シ ャ ラ イ ズ 完 了 通 知 信 号 Ｓ Ｅ Ｌ が 出 力 さ れ る 。
本 実 施 の 形 態 に お い て は 、 ソ フ ト の イ ニ シ ャ ラ イ ズ が 実 行 中 で あ る 場 合 、 イ ニ シ ャ ラ イ ズ
完 了 通 知 信 号 Ｓ Ｅ Ｌ と し て Ｌ Ｏ Ｗ が 出 力 さ れ 、 イ ニ シ ャ ラ イ ズ が 完 了 し た 場 合 、 イ ニ シ ャ
ラ イ ズ 完 了 通 知 信 号 Ｓ Ｅ Ｌ と し て Ｈ Ｉ Ｇ Ｈ が 出 力 さ れ る 。 ま た 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ １ か ら ウ ォ ッ チ
ド ッ ク 制 御 部 １ ４ に 対 し 、 ウ ォ ッ チ ド ッ ク タ イ マ ク リ ア 信 号 Ｗ Ｄ Ｃ Ｋ も 出 力 さ れ て い る 。
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ウ ォ ッ チ ド ッ ク タ イ マ ク リ ア 信 号 Ｗ Ｄ Ｃ Ｋ は 一 定 周 期 の パ ル ス 信 号 で あ り 、 ソ フ ト の イ ニ
シ ャ ラ イ ズ が 実 行 中 は 出 力 さ れ ず 、 イ ニ シ ャ ラ イ ズ が 完 了 し た 後 に 出 力 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ウ ォ ッ チ ド ッ ク ク リ ア 信 号 生 成 部 １ ３ で は 、 ク ロ ッ ク ３ か ら 受 信 し た ク ロ ッ ク 信 号 Ｃ Ｌ
Ｋ を 用 い 、 設 計 者 に よ り 予 め 設 定 さ れ た 任 意 の 周 波 数 の ウ ォ ッ チ ド ッ ク ク リ ア タ イ マ 信 号
Ｗ Ｄ Ｃ Ｋ ＿ Ｈ Ｗ が 生 成 さ れ 、 ウ ォ ッ チ ド ッ ク 制 御 部 １ ４ へ 出 力 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ウ ォ ッ チ ド ッ ク 制 御 部 １ ４ で は 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ １ と ウ ォ ッ チ ド ッ ク ク リ ア 信 号 生 成 部 １ ３ と
か ら 受 信 す る 信 号 を 基 に 、 ウ ォ ッ チ ド ッ ク タ イ マ ク リ ア 信 号 Ｗ Ｄ ＿ Ｃ Ｌ Ｒ が 生 成 さ れ 、 ウ
ォ ッ チ ド ッ ク タ イ マ Ｉ Ｃ ２ へ 出 力 さ れ る 。 す な わ ち 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ １ か ら 受 信 し た イ ニ シ ャ ラ
イ ズ 完 了 通 知 信 号 Ｓ Ｅ Ｌ が Ｌ Ｏ Ｗ の 場 合 、 ウ ォ ッ チ ド ッ ク ク リ ア 信 号 生 成 部 １ ３ か ら 受 信
し た ウ ォ ッ チ ド ッ ク ク リ ア タ イ マ 信 号 Ｗ Ｄ Ｃ Ｋ ＿ Ｈ Ｗ が ウ ォ ッ チ ド ッ ク タ イ マ ク リ ア 信 号
Ｗ Ｄ ＿ Ｃ Ｌ Ｒ と し て 出 力 さ れ 、 イ ニ シ ャ ラ イ ズ 完 了 通 知 信 号 Ｓ Ｅ Ｌ が Ｈ Ｉ Ｇ Ｈ の 場 合 、 Ｃ
Ｐ Ｕ １ １ 受 信 し た ウ ォ ッ チ ド ッ ク タ イ マ ク リ ア 信 号 Ｗ Ｄ Ｃ Ｋ が ウ ォ ッ チ ド ッ ク タ イ マ ク リ
ア 信 号 Ｗ Ｄ ＿ Ｃ Ｌ Ｒ と し て 出 力 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 た だ し 、 ウ ォ ッ チ ド ッ ク 制 御 部 １ ４ に は 、 ウ ォ ッ チ ド ッ ク ク リ ア 信 号 生 成 部 １ ３ か ら 受
信 し た ウ ォ ッ チ ド ッ ク ク リ ア タ イ マ 信 号 Ｗ Ｄ Ｃ Ｋ ＿ Ｈ Ｗ を 、 ウ ォ ッ チ ド ッ ク タ イ マ ク リ ア
信 号 Ｗ Ｄ ＿ Ｃ Ｌ Ｒ と し て 出 力 し た 回 数 （ パ ル ス の 個 数 ） を カ ウ ン ト す る 図 示 し な い カ ウ ン
タ が 設 け ら れ て い る 。 こ の カ ウ ン タ の カ ウ ン ト 値 Ｋ が 、 あ ら か じ め 登 録 さ れ て い る パ ル ス
数 の 最 大 値 Ｎ に 達 し た 場 合 、 ウ ォ ッ チ ド ッ ク タ イ マ ク リ ア 信 号 Ｗ Ｄ ＿ Ｃ Ｌ Ｒ が 出 力 さ れ な
い よ う に 構 成 さ れ て い る 。 こ の よ う に 構 成 す る こ と で 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ １ が 起 動 中 に 異 常 を き た
し て イ ニ シ ャ ラ イ ズ が 完 了 し な い 場 合 に 、 ウ ォ ッ チ ド ッ ク タ イ マ Ｉ Ｃ ２ に 対 す る ウ ォ ッ チ
ド ッ ク タ イ マ ク リ ア 信 号 Ｗ Ｄ ＿ Ｃ Ｌ Ｒ の 出 力 を 停 止 す る こ と が で き 、 ウ ォ ッ チ ド ッ ク タ イ
マ Ｉ Ｃ ２ か ら Ｃ Ｐ Ｕ １ １ に リ セ ッ ト 信 号 Ｗ Ｄ ＿ Ｒ Ｓ Ｔ ＿ Ｎ を 出 力 さ せ 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ １ の 暴 走
を 停 止 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ウ ォ ッ チ ド ッ ク タ イ マ Ｉ Ｃ ２ で は 、 タ イ マ が ク リ ア さ れ て か ら 一 定 期 間 内 に ウ ォ ッ チ ド
ッ ク 制 御 部 １ ４ か ら ウ ォ ッ チ ド ッ ク タ イ マ ク リ ア 信 号 Ｗ Ｄ ＿ Ｃ Ｌ Ｒ が 入 力 さ れ な い 場 合 、
リ セ ッ ト 信 号 Ｗ Ｄ ＿ Ｒ Ｓ Ｔ ＿ Ｎ が 生 成 さ れ て Ｃ Ｐ Ｕ １ １ へ 出 力 さ れ る 。 上 記 の タ イ マ が ク
リ ア さ れ て か ら リ セ ッ ト 信 号 Ｗ Ｄ ＿ Ｒ Ｓ Ｔ ＿ Ｎ が 出 力 さ れ る ま で の 一 定 期 間 は タ イ ム ア ウ
ト 期 間 と 呼 ば れ 、 ウ ォ ッ チ ド ッ ク タ イ マ Ｉ Ｃ ２ に よ っ て 予 め 決 め ら れ た 値 を 有 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 な お 、 Ｆ Ｐ Ｇ Ａ １ が コ ン フ ィ グ レ ー シ ョ ン を 実 行 し て い る 間 は 、 ウ ォ ッ チ ド ッ ク タ イ マ
Ｉ Ｃ ２ に は ウ ォ ッ チ ド ッ ク 制 御 部 １ ４ か ら ウ ォ ッ チ ド ッ ク タ イ マ ク リ ア 信 号 Ｗ Ｄ ＿ Ｃ Ｌ Ｒ
が 入 力 さ れ な い 。 従 っ て 、 タ イ ム ア ウ ト 期 間 よ り も Ｆ Ｐ Ｇ Ａ １ が コ ン フ ィ グ レ ー シ ョ ン を
実 行 す る 時 間 の ほ う が 長 い 場 合 、 ウ ォ ッ チ ド ッ ク タ イ マ Ｉ Ｃ ２ か ら リ セ ッ ト 信 号 Ｗ Ｄ ＿ Ｒ
Ｓ Ｔ ＿ Ｎ が 出 力 さ れ 、 リ セ ッ ト が か か っ て し ま う 可 能 性 が あ る 。 し か し 、 本 実 施 の 形 態 に
お い て は 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ １ が Ｆ Ｐ Ｇ Ａ １ の 内 部 に 構 成 さ れ て お り 、 Ｆ Ｐ Ｇ Ａ １ は 特 定 の ピ ン 以
外 は ハ イ イ ン ピ ー ダ ン ス 状 態 で あ る た め 、 タ イ ム ア ウ ト 期 間 よ り も Ｆ Ｐ Ｇ Ａ １ が コ ン フ ィ
グ レ ー シ ョ ン を 実 行 す る 時 間 の ほ う が 長 い 場 合 で も 、 リ セ ッ ト を 回 避 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 次 に 、 上 述 の よ う に 構 成 さ れ た 電 子 内 視 鏡 装 置 の 異 常 監 視 動 作 に つ い て 、 図 ２ 及 び 図 ３
の タ イ ミ ン グ チ ャ ー ト を 用 い て 説 明 す る 。 図 ２ は 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ １ が 正 常 に 起 動 し た 場 合 に お
け る 異 常 監 視 動 作 を 説 明 す る タ イ ミ ン グ チ ャ ー ト で あ り 、 図 ３ は 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ １ が 起 動 中 に
異 常 を 起 こ し た 場 合 に お け る 異 常 監 視 動 作 を 説 明 す る タ イ ミ ン グ チ ャ ー ト で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま ず 、 図 ２ の タ イ ミ ン グ チ ャ ー ト を 用 い 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ １ が 正 常 に 起 動 し た 場 合 の 異 常 監 視
動 作 つ い て 説 明 す る 。 ま ず 、 電 子 内 視 鏡 装 置 の 電 源 が 投 入 さ れ る と 、 Ｆ Ｐ Ｇ Ａ １ が コ ン フ
ィ グ レ ー シ ョ ン を 実 行 す る 。 コ ン フ ィ グ レ ー シ ョ ン 実 行 中 は 、 ウ ォ ッ チ ド ッ ク 制 御 部 １ ４
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か ら ウ ォ ッ チ ド ッ ク タ イ マ Ｉ Ｃ ２ へ ウ ォ ッ チ ド ッ ク タ イ マ ク リ ア 信 号 Ｗ Ｄ ＿ Ｃ Ｌ Ｒ が 入 力
さ れ な い 。 し か し 、 上 述 の よ う に 、 Ｆ Ｐ Ｇ Ａ １ は 特 定 の ピ ン 以 外 は ハ イ イ ン ピ ー ダ ン ス 状
態 で あ る た め 、 タ イ ム ア ウ ト 期 間 よ り も Ｆ Ｐ Ｇ Ａ １ が コ ン フ ィ グ レ ー シ ョ ン を 実 行 す る 時
間 の ほ う が 長 い 場 合 で も 、 Ｆ Ｐ Ｇ Ａ １ の 内 部 に 構 成 さ れ た Ｃ Ｐ Ｕ １ １ に 対 し て リ セ ッ ト 信
号 Ｗ Ｄ ＿ Ｒ Ｓ Ｔ ＿ Ｎ は 入 力 さ れ な い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 Ｆ Ｐ Ｇ Ａ １ の コ ン フ ィ グ レ ー シ ョ ン が 完 了 す る と 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ １ の イ ニ シ ャ ラ イ ズ が 実 行
さ れ る 。 従 っ て 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ １ か ら ウ ォ ッ チ ド ッ ク 制 御 部 １ ４ へ 、 Ｌ Ｏ Ｗ の イ ニ シ ャ ラ イ ズ
完 了 通 知 信 号 Ｓ Ｅ Ｌ が 出 力 さ れ る 。 ま た 、 ウ ォ ッ チ ド ッ ク ク リ ア 信 号 生 成 部 １ ３ で は 、 ク
ロ ッ ク ３ か ら 受 信 す る ク ロ ッ ク 信 号 Ｃ Ｌ Ｋ を も と に 、 任 意 の 周 期 の パ ル ス 信 号 で あ る ウ ォ
ッ チ ド ッ ク ク リ ア タ イ マ 信 号 Ｗ Ｄ Ｃ Ｋ ＿ Ｈ Ｗ が 生 成 さ れ 、 ウ ォ ッ チ ド ッ ク 制 御 部 １ ４ へ 出
力 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ウ ォ ッ チ ド ッ ク 制 御 部 １ ４ で は 、 ウ ォ ッ チ ド ッ ク ク リ ア 信 号 生 成 部 １ ３ か ら 受 信 し た ウ
ォ ッ チ ド ッ ク ク リ ア タ イ マ 信 号 Ｗ Ｄ Ｃ Ｋ ＿ Ｈ Ｗ が 、 ウ ォ ッ チ ド ッ ク タ イ マ ク リ ア 信 号 Ｗ Ｄ
＿ Ｃ Ｌ Ｒ と し て ウ ォ ッ チ ド ッ ク タ イ マ Ｉ Ｃ ２ へ 出 力 さ れ る 。 な お 、 ウ ォ ッ チ ド ッ ク 制 御 部
１ ４ で は 、 ウ ォ ッ チ ド ッ ク ク リ ア タ イ マ 信 号 Ｗ Ｄ Ｃ Ｋ ＿ Ｈ Ｗ を ウ ォ ッ チ ド ッ ク タ イ マ ク リ
ア 信 号 Ｗ Ｄ ＿ Ｃ Ｌ Ｒ と し て 出 力 し た 回 数 （ 出 力 し た パ ル ス の 個 数 ） が 、 図 示 し な い カ ウ ン
タ に よ っ て カ ウ ン ト さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ウ ォ ッ チ ド ッ ク 制 御 部 １ ４ に は 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ １ が 正 常 に イ ニ シ ャ ラ イ ズ を 完 了 さ せ る ま で
の 期 間 に ウ ォ ッ チ ド ッ ク ク リ ア タ イ マ 信 号 Ｗ Ｄ ＿ Ｃ Ｌ Ｒ と し て ウ ォ ッ チ ド ッ ク タ イ マ Ｉ Ｃ
２ へ 出 力 さ れ る 、 ウ ォ ッ チ ド ッ ク ク リ ア タ イ マ 信 号 Ｗ Ｄ Ｃ Ｋ ＿ Ｈ Ｗ の パ ル ス 個 数 の 最 大 値
が 、 各 種 設 計 情 報 を 基 に し て 算 出 さ れ て お り 、 最 大 値 Ｎ と し て 設 定 さ れ て い る 。 す な わ ち
、 ウ ォ ッ チ ド ッ ク ク リ ア タ イ マ 信 号 Ｗ Ｄ Ｃ Ｋ ＿ Ｈ Ｗ の 周 期 に 、 パ ル ス 数 の 最 大 値 Ｎ を 乗 じ
て 得 ら れ た 時 間 が 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ １ が 正 常 に イ ニ シ ャ ラ イ ズ を 完 了 さ せ る ま で の 時 間 （ 設 計 か
ら 見 積 も ら れ た 時 間 ） と 等 価 に な る よ う に 、 最 大 値 Ｎ が 設 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 ２ に お い て は 、 ウ ォ ッ チ ド ッ ク 制 御 部 １ ４ に お け る カ ウ ン タ で の カ ウ ン ト 値 Ｋ が 最 大
値 Ｎ に 達 す る 前 に 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ １ は 正 常 に イ ニ シ ャ ラ イ ズ を 完 了 さ せ て い る 。 Ｃ Ｐ Ｕ １ １ で
の イ ニ シ ャ ラ イ ズ が 完 了 す る と 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ １ か ら ウ ォ ッ チ ド ッ ク 制 御 部 １ ４ へ 出 力 さ れ て
い る イ ニ シ ャ ラ イ ズ 完 了 通 知 信 号 Ｓ Ｅ Ｌ が 、 Ｌ Ｏ Ｗ か ら Ｈ Ｉ Ｇ Ｈ に 切 り 替 わ る 。 ま た 、 Ｃ
Ｐ Ｕ １ １ で の イ ニ シ ャ ラ イ ズ が 完 了 す る と 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ １ か ら ウ ォ ッ チ ド ッ ク 制 御 部 １ ４ へ
、 一 定 周 期 の パ ル ス 信 号 で あ る ウ ォ ッ チ ド ッ ク タ イ マ ク リ ア 信 号 Ｗ Ｄ Ｃ Ｋ が 出 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ウ ォ ッ チ ド ッ ク 制 御 部 １ ４ で は 、 Ｈ Ｉ Ｇ Ｈ の イ ニ シ ャ ラ イ ズ 完 了 通 知 信 号 Ｓ Ｅ Ｌ を 受 信
す る と 、 ウ ォ ッ チ ド ッ ク タ イ マ Ｉ Ｃ ２ へ 出 力 す る ウ ォ ッ チ ド ッ ク ク リ ア タ イ マ 信 号 Ｗ Ｄ ＿
Ｃ Ｌ Ｒ を 、 ウ ォ ッ チ ド ッ ク ク リ ア 信 号 生 成 部 １ ３ か ら 受 信 す る ウ ォ ッ チ ド ッ ク ク リ ア タ イ
マ 信 号 Ｗ Ｄ Ｃ Ｋ ＿ Ｈ Ｗ か ら 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ １ か ら 受 信 す る ウ ォ ッ チ ド ッ ク タ イ マ ク リ ア 信 号 Ｗ
Ｄ Ｃ Ｋ に 切 り 替 え る 。 以 降 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ １ が 通 常 動 作 を 行 っ て い る 状 態 に お い て 、 ウ ォ ッ チ
ド ッ ク タ イ マ Ｉ Ｃ ２ は ウ ォ ッ チ ド ッ ク 制 御 部 １ ４ か ら ウ ォ ッ チ ド ッ ク ク リ ア タ イ マ 信 号 Ｗ
Ｄ ＿ Ｃ Ｌ Ｒ を 受 信 し 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ １ の 異 常 有 無 の 監 視 を 継 続 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 次 に 、 図 ３ の タ イ ミ ン グ チ ャ ー ト を 用 い 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ １ の 起 動 中 に 異 常 が 発 生 し 、 イ ニ シ
ャ ラ イ ズ が 完 了 し な い 場 合 の 異 常 監 視 動 作 つ い て 説 明 す る 。 電 子 内 視 鏡 装 置 の 電 源 が 投 入
さ れ て か ら Ｃ Ｐ Ｕ １ １ の イ ニ シ ャ ラ イ ズ が 開 始 さ れ る ま で の 動 作 は 、 図 ２ を 用 い て 説 明 し
た 正 常 動 作 時 と 同 様 で あ る の で 、 こ こ で は 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ １ の イ ニ シ ャ ラ イ ズ が 実 行 中 の 動 作
に つ い て の み 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 Ｃ Ｐ Ｕ １ １ の イ ニ シ ャ ラ イ ズ が 実 行 中 は 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ １ か ら ウ ォ ッ チ ド ッ ク 制 御 部 １ ４ へ
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、 Ｌ Ｏ Ｗ の イ ニ シ ャ ラ イ ズ 完 了 通 知 信 号 Ｓ Ｅ Ｌ が 出 力 さ れ る 。 ま た 、 ウ ォ ッ チ ド ッ ク 制 御
部 １ ４ で は 、 ウ ォ ッ チ ド ッ ク ク リ ア 信 号 生 成 部 １ ３ か ら 受 信 し た ウ ォ ッ チ ド ッ ク ク リ ア タ
イ マ 信 号 Ｗ Ｄ Ｃ Ｋ ＿ Ｈ Ｗ が 、 ウ ォ ッ チ ド ッ ク タ イ マ ク リ ア 信 号 Ｗ Ｄ ＿ Ｃ Ｌ Ｒ と し て ウ ォ ッ
チ ド ッ ク タ イ マ Ｉ Ｃ ２ へ 出 力 さ れ る と と も に 、 ウ ォ ッ チ ド ッ ク ク リ ア タ イ マ 信 号 Ｗ Ｄ Ｃ Ｋ
＿ Ｈ Ｗ を ウ ォ ッ チ ド ッ ク タ イ マ ク リ ア 信 号 Ｗ Ｄ ＿ Ｃ Ｌ Ｒ と し て 出 力 し た 回 数 （ 出 力 し た パ
ル ス の 個 数 ） が 図 示 し な い カ ウ ン タ に て 、 カ ウ ン ト 値 Ｋ と し て カ ウ ン ト さ れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 ３ に お い て は 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ １ が イ ニ シ ャ ラ イ ズ を 実 行 中 に 異 常 が 発 生 し 、 イ ニ シ ャ ラ イ
ズ が 完 了 し な い た め 、 カ ウ ン ト 値 Ｋ が 設 定 さ れ て い る パ ル ス 数 の 最 大 値 Ｎ に 達 し て も 、 Ｃ
Ｐ Ｕ １ １ か ら ウ ォ ッ チ ド ッ ク 制 御 部 １ ４ へ Ｌ Ｏ Ｗ の イ ニ シ ャ ラ イ ズ 完 了 通 知 信 号 Ｓ Ｅ Ｌ が
出 力 さ れ て い る 。 カ ウ ン ト 値 Ｋ が 最 大 値 Ｎ に 達 す る と 、 ウ ォ ッ チ ド ッ ク 制 御 部 １ ４ か ら ウ
ォ ッ チ ド ッ ク タ イ マ Ｉ Ｃ ２ に 対 し 、 ウ ォ ッ チ ド ッ ク タ イ マ ク リ ア 信 号 Ｗ Ｄ ＿ Ｃ Ｌ Ｒ の 出 力
が 停 止 さ れ る 。 ウ ォ ッ チ ド ッ ク タ イ マ Ｉ Ｃ ２ で は 、 ウ ォ ッ チ ド ッ ク 制 御 部 １ ４ か ら ウ ォ ッ
チ ド ッ ク タ イ マ ク リ ア 信 号 Ｗ Ｄ ＿ Ｃ Ｌ Ｒ の 最 後 の パ ル ス を 受 信 し て か ら 、 設 定 さ れ て い る
タ イ ム ア ウ ト 期 間 が 経 過 し て も 次 の パ ル ス が 受 信 さ れ な い た め 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ １ に 異 常 が 発 生
し た こ と が 検 出 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 タ イ ム ア ウ ト 期 間 が 経 過 後 、 ウ ォ ッ チ ド ッ ク タ イ マ
Ｉ Ｃ ２ か ら Ｃ Ｐ Ｕ １ １ に 対 し 、 リ セ ッ ト 信 号 Ｗ Ｄ ＿ Ｒ Ｓ Ｔ ＿ Ｎ が 出 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 こ の よ う に 、 本 実 施 の 形 態 の 電 子 内 視 鏡 装 置 で は 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ １ が イ ニ シ ャ ラ イ ズ 実 行 中
は 、 ウ ォ ッ チ ド ッ ク ク リ ア 信 号 生 成 部 １ ３ が 生 成 す る 任 意 の 周 期 の パ ル ス 信 号 で あ る ウ ォ
ッ チ ド ッ ク ク リ ア タ イ マ 信 号 Ｗ Ｄ Ｃ Ｋ ＿ Ｈ Ｗ を 、 ウ ォ ッ チ ド ッ ク タ イ マ ク リ ア 信 号 Ｗ Ｄ ＿
Ｃ Ｌ Ｒ と し て ウ ォ ッ チ ド ッ ク タ イ マ Ｉ Ｃ ２ に 出 力 す る こ と で 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ １ の 起 動 時 間 よ り
タ イ ム ア ウ ト 期 間 が 短 い ウ ォ ッ チ ド ッ ク タ イ マ Ｉ Ｃ ２ を 用 い て も 、 イ ニ シ ャ ラ イ ズ 中 に Ｃ
Ｐ Ｕ １ １ が 再 起 動 を 繰 り 返 す こ と を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ま た 、 タ イ ム ア ウ ト 期 間 が 短 い ウ ォ ッ チ ド ッ ク タ イ マ Ｉ Ｃ ２ を 用 い る こ と で 、 通 常 の 使
用 状 態 に お い て Ｃ Ｐ Ｕ １ １ が 異 常 を 発 生 し て 暴 走 し た 場 合 に 、 迅 速 に Ｃ Ｐ Ｕ １ １ に リ セ ッ
ト を か け て 復 旧 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ま た 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ １ の イ ニ シ ャ ラ イ ズ 実 行 時 間 に 相 当 す る 、 ウ ォ ッ チ ド ッ ク ク リ ア タ イ マ
信 号 Ｗ Ｄ Ｃ Ｋ ＿ Ｈ Ｗ を ウ ォ ッ チ ド ッ ク タ イ マ ク リ ア 信 号 Ｗ Ｄ ＿ Ｃ Ｌ Ｒ と し て 出 力 し た 回 数
（ 出 力 パ ル ス 回 数 ） を 、 ウ ォ ッ チ ド ッ ク 制 御 部 １ ４ が カ ウ ン ト す る こ と で 、 設 計 上 の イ ニ
シ ャ ラ イ ズ 実 行 時 間 内 に Ｃ Ｐ Ｕ １ １ の イ ニ シ ャ ラ イ ズ が 完 了 し た か 否 か を 検 出 す る こ と が
で き る 。 Ｃ Ｐ Ｕ １ １ が イ ニ シ ャ ラ イ ズ 実 行 中 に 異 常 を 発 生 し て 暴 走 し 、 イ ニ シ ャ ラ イ ズ が
完 了 し な い よ う な 状 態 に 陥 っ た 場 合 に は 、 ウ ォ ッ チ ド ッ ク 制 御 部 １ ４ か ら ウ ォ ッ チ ド ッ ク
タ イ マ Ｉ Ｃ ２ へ の ウ ォ ッ チ ド ッ ク タ イ マ ク リ ア 信 号 Ｗ Ｄ ＿ Ｃ Ｌ Ｒ の 出 力 を 停 止 す る こ と で
、 Ｃ Ｐ Ｕ １ １ に リ セ ッ ト を か け て 復 旧 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 更 に 、 Ｆ Ｐ Ｇ Ａ １ の コ ン フ ィ グ レ ー シ ョ ン 実 行 中 は 、 Ｆ Ｐ Ｇ Ａ １ は 特 定 の ピ ン 以 外 の ピ
ン を ハ イ イ ン ピ ー ダ ン ス 状 態 に す る こ と で 、 ウ ォ ッ チ ド ッ ク タ イ マ Ｉ Ｃ ２ の タ イ ム ア ウ ト
期 間 よ り も Ｆ Ｐ Ｇ Ａ １ が コ ン フ ィ グ レ ー シ ョ ン を 実 行 す る 時 間 の ほ う が 長 い 場 合 で も 、 Ｆ
Ｐ Ｇ Ａ １ の コ ン フ ィ グ レ ー シ ョ ン 実 行 中 に リ セ ッ ト 動 作 が 行 わ れ る こ と を 回 避 す る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
（ 第 ２ の 実 施 の 形 態 ）
　 次 に 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 を 図 ４ を 用 い て 説 明 す る 。 図 ４ は 、 本 発 明 の 第 ２ の 実
施 の 形 態 に 係 わ る 電 子 内 視 鏡 装 置 の コ ン ト ロ ー ラ に 関 す る 異 常 監 視 手 段 の 構 成 を 説 明 す る
ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 上 述 し た 第 １ の 実 施 の 形 態 で は 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ １ が イ ニ シ ャ ラ イ ズ を 実 行
中 に は 、 ウ ォ ッ チ ド ッ ク ク リ ア 信 号 生 成 部 １ ３ が 生 成 す る 任 意 の 周 期 の パ ル ス 信 号 で あ る
ウ ォ ッ チ ド ッ ク ク リ ア タ イ マ 信 号 Ｗ Ｄ Ｃ Ｋ ＿ Ｈ Ｗ を ウ ォ ッ チ ド ッ ク タ イ マ Ｉ Ｃ ２ に 出 力 す
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る こ と で 、 ウ ォ ッ チ ド ッ ク タ イ マ Ｉ Ｃ ２ か ら リ セ ッ ト 信 号 Ｗ Ｄ ＿ Ｒ Ｓ Ｔ ＿ Ｎ が 出 力 さ れ な
い よ う に し 、 イ ニ シ ャ ラ イ ズ 実 行 中 に Ｃ Ｐ Ｕ １ １ の リ セ ッ ト 動 作 が 行 わ れ る こ と を 回 避 す
る 。 こ れ に 対 し 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 Ｃ Ｐ Ｕ ３ １ が イ ニ シ ャ ラ イ ズ を 実 行 中 に は 、 ウ ォ ッ
チ ド ッ ク タ イ マ Ｉ Ｃ ２ か ら 出 力 さ れ る リ セ ッ ト 信 号 Ｗ Ｄ ＿ Ｒ Ｓ Ｔ ＿ Ｎ を 無 効 と す る こ と で
、 イ ニ シ ャ ラ イ ズ 実 行 中 に Ｃ Ｐ Ｕ ３ １ の リ セ ッ ト 動 作 が 行 わ れ る こ と を 回 避 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 電 子 内 視 鏡 装 置 の コ ン ト ロ ー ラ に 関 す る 異 常 監 視 手 段 は 、 監 視 対 象 の コ ン ト ロ ー ラ で あ
る Ｆ Ｐ Ｇ Ａ ２ １ の 内 部 構 成 が 異 な る 点 を 除 き 、 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 一 で あ る た め 、 こ こ
で は 、 Ｆ Ｐ Ｇ Ａ ２ １ の 内 部 構 成 に つ い て の み 説 明 し 、 同 じ 構 成 要 素 に つ い て は 同 じ 符 号 を
付 し て 説 明 は 省 略 す る 。 ま た 、 各 構 成 要 素 か ら 出 力 さ れ る 各 種 信 号 に つ い て も 、 同 じ 信 号
に つ い て は 同 じ 符 号 を 付 し て 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 図 ４ に 示 す よ う に 、 Ｆ Ｐ Ｇ Ａ ２ １ は 、 Ｃ Ｐ Ｕ ３ １ と 、 電 子 内 視 鏡 装 置 の メ モ リ や フ ロ ン
ト パ ネ ル と い っ た 各 部 位 を 制 御 す る そ の 他 制 御 部 １ ２ と 、 Ｃ Ｐ Ｕ ３ １ に リ セ ッ ト 動 作 を 実
行 さ せ る か 否 か を 判 断 し 、 Ｃ Ｐ Ｕ ３ １ に 対 し て リ セ ッ ト 信 号 Ｒ Ｅ Ｓ Ｅ Ｔ を 出 力 す る 、 リ セ
ッ ト 信 号 生 成 手 段 と し て の ウ ォ ッ チ ド ッ ク リ セ ッ ト 制 御 部 ３ ３ と か ら 構 成 さ れ て い る 。 な
お 、 イ ニ シ ャ ラ イ ズ 完 了 通 知 信 号 Ｓ Ｅ Ｌ と ウ ォ ッ チ ド ッ ク タ イ マ ク リ ア 信 号 Ｗ Ｄ Ｃ Ｋ と は
、 Ｃ Ｐ Ｕ ３ １ か ら ウ ォ ッ チ ド ッ ク リ セ ッ ト 制 御 部 ３ ３ と ウ ォ ッ チ ド ッ ク タ イ マ Ｉ Ｃ ２ と に
そ れ ぞ れ 出 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ウ ォ ッ チ ド ッ ク リ セ ッ ト 制 御 部 ３ ３ で は 、 ウ ォ ッ チ ド ッ ク タ イ マ Ｉ Ｃ ２ か ら 出 力 さ れ る
リ セ ッ ト 信 号 Ｗ Ｄ ＿ Ｒ Ｓ Ｔ ＿ Ｎ と 、 Ｃ Ｐ Ｕ ３ １ か ら 出 力 さ れ る イ ニ シ ャ ラ イ ズ 完 了 通 知 信
号 Ｓ Ｅ Ｌ と に 基 づ き 、 リ セ ッ ト 信 号 Ｒ Ｅ Ｓ Ｅ Ｔ が Ｃ Ｐ Ｕ ３ １ へ 出 力 さ れ る 。 す な わ ち 、 Ｈ
Ｉ Ｇ Ｈ の イ ニ シ ャ ラ イ ズ 完 了 通 知 信 号 Ｓ Ｅ Ｌ を 受 信 し て お り 、 か つ 、 リ セ ッ ト 信 号 Ｗ Ｄ ＿
Ｒ Ｓ Ｔ ＿ Ｎ も 受 信 し た 場 合 は 、 Ｃ Ｐ Ｕ ３ １ に 対 し て リ セ ッ ト 信 号 Ｒ Ｅ Ｓ Ｅ Ｔ が 出 力 さ れ る
。 ま た 、 Ｌ Ｏ Ｗ の イ ニ シ ャ ラ イ ズ 完 了 通 知 信 号 Ｓ Ｅ Ｌ を 受 信 し て い る 場 合 で も 、 リ セ ッ ト
信 号 Ｗ Ｄ ＿ Ｒ Ｓ Ｔ ＿ Ｎ を 特 定 回 数 Ｎ ´ 以 上 受 信 す る と 、 Ｃ Ｐ Ｕ ３ １ に 対 し て リ セ ッ ト 信 号
Ｒ Ｅ Ｓ Ｅ Ｔ が 出 力 さ れ る 。 こ こ で 、 特 定 回 数 Ｎ ´ は 、 リ セ ッ ト 信 号 Ｗ Ｄ ＿ Ｒ Ｓ Ｔ ＿ Ｎ の 周
期 に 、 パ ル ス 数 の 特 定 回 数 Ｎ ´ を 乗 じ て 得 ら れ た 時 間 が 、 Ｃ Ｐ Ｕ ３ １ が 正 常 に イ ニ シ ャ ラ
イ ズ を 完 了 さ せ る ま で の 時 間 （ 設 計 か ら 見 積 も ら れ た 時 間 ） と 等 価 に な る よ う に 設 定 さ れ
て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 こ の よ う に 構 成 す る こ と で 、 Ｃ Ｐ Ｕ ３ １ が イ ニ シ ャ ラ イ ズ 実 行 中 に お い て は 、 Ｃ Ｐ Ｕ ３
１ か ら ウ ォ ッ チ ド ッ ク タ イ マ ク リ ア 信 号 Ｗ Ｄ Ｃ Ｋ が 出 力 さ れ な い た め 、 ウ ォ ッ チ ド ッ ク タ
イ マ Ｉ Ｃ ２ か ら リ セ ッ ト 信 号 Ｗ Ｄ ＿ Ｒ Ｓ Ｔ ＿ Ｎ が 出 力 さ れ る が 、 ウ ォ ッ チ ド ッ ク リ セ ッ ト
制 御 部 ３ ３ に よ っ て 、 リ セ ッ ト 動 作 が 行 わ れ る こ と を 回 避 す る こ と が で き る 。 な お 、 ウ ォ
ッ チ ド ッ ク リ セ ッ ト 制 御 部 ３ ３ は Ｃ Ｐ Ｕ ３ １ が イ ニ シ ャ ラ イ ズ を 実 行 す る 時 間 を 監 視 し て
お り 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ １ が イ ニ シ ャ ラ イ ズ 実 行 中 に 異 常 を 発 生 し て 暴 走 し 、 イ ニ シ ャ ラ イ ズ が 完
了 し な い よ う な 状 態 に 陥 っ た 場 合 に は 、 ウ ォ ッ チ ド ッ ク タ イ マ Ｉ Ｃ ２ か ら 出 力 さ れ る リ セ
ッ ト 信 号 Ｗ Ｄ ＿ Ｒ Ｓ Ｔ ＿ Ｎ を 、 リ セ ッ ト 信 号 Ｒ Ｅ Ｓ Ｅ Ｔ と し て ウ ォ ッ チ ド ッ ク リ セ ッ ト 制
御 部 ３ ３ か ら Ｃ Ｐ Ｕ ３ １ へ 出 力 す る 。 こ れ に よ っ て 、 Ｃ Ｐ Ｕ ３ １ に リ セ ッ ト を か け て 復 旧
す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
（ 第 ３ の 実 施 の 形 態 ）
　 次 に 、 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 の 形 態 を 図 ５ を 用 い て 説 明 す る 。 図 ５ は 、 本 発 明 の 第 ３ の 実
施 の 形 態 に 係 わ る 電 子 内 視 鏡 装 置 の コ ン ト ロ ー ラ に 関 す る 異 常 監 視 手 段 の 構 成 を 説 明 す る
ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 上 述 し た 第 １ の 実 施 の 形 態 で は 、 ウ ォ ッ チ ド ッ ク タ イ マ Ｉ Ｃ ２ を Ｆ Ｐ
Ｇ Ａ １ の 外 部 に 配 置 し て い る が 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 ウ ォ ッ チ ド ッ ク タ イ マ 部 ４ ２ を Ｆ Ｐ
Ｇ Ａ ４ １ の 内 部 に 配 置 し て い る 点 が 相 違 し て い る 。 ウ ォ ッ チ ド ッ ク タ イ マ 部 ４ ２ は 、 ウ ォ
ッ チ ド ッ ク タ イ マ Ｉ Ｃ ２ と 同 様 、 設 定 さ れ て い る タ イ ム ア ウ ト 期 間 内 に 、 ウ ォ ッ チ ド ッ ク
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制 御 部 １ ４ か ら ウ ォ ッ チ ド ッ ク タ イ マ ク リ ア 信 号 Ｗ Ｄ ＿ Ｃ Ｌ Ｒ が 入 力 さ れ な い 場 合 、 Ｃ Ｐ
Ｕ １ １ に 対 し て リ セ ッ ト 信 号 Ｗ Ｄ ＿ Ｒ Ｓ Ｔ ＿ Ｎ を 出 力 し 、 リ セ ッ ト 動 作 を 実 行 さ せ る 。 そ
の 他 の 構 成 要 素 や 各 構 成 要 素 か ら 出 力 さ れ る 各 種 信 号 は 、 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 一 で あ る
。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 ウ ォ ッ チ ド ッ ク タ イ マ 部 ４ ２ を Ｆ Ｐ Ｇ Ａ ４ １ の 内 部 に 配 置 す る こ と で 、 ウ ォ ッ チ ド ッ ク
タ イ マ 部 ４ ２ の タ イ ム ア ウ ト 期 間 を 任 意 に 設 定 す る こ と が で き 、 設 計 の 自 由 度 が 向 上 す る
。 ま た 、 Ｆ Ｐ Ｇ Ａ ４ １ の コ ン フ ィ グ レ ー シ ョ ン が 完 了 す る ま で は 、 ウ ォ ッ チ ド ッ ク タ イ マ
部 ４ ２ も 動 作 し な い た め 、 コ ン フ ィ グ レ ー シ ョ ン 中 に リ セ ッ ト 信 号 Ｗ Ｄ ＿ Ｒ Ｓ Ｔ ＿ Ｎ が 出
力 さ れ る こ と が な く 、 リ セ ッ ト 動 作 を 確 実 に 回 避 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
（ 第 ４ の 実 施 の 形 態 ）
　 次 に 、 本 発 明 の 第 ４ の 実 施 の 形 態 を 図 ６ を 用 い て 説 明 す る 。 図 ６ は 、 本 発 明 の 第 ４ の 実
施 の 形 態 に 係 わ る 電 子 内 視 鏡 装 置 の コ ン ト ロ ー ラ に 関 す る 異 常 監 視 手 段 の 構 成 を 説 明 す る
ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 上 述 し た 第 １ の 実 施 の 形 態 で は 、 ウ ォ ッ チ ド ッ ク ク リ ア 信 号 生 成 部 １
３ と ウ ォ ッ チ ド ッ ク 制 御 部 １ ４ と を Ｆ Ｐ Ｇ Ａ １ の 内 部 に 配 置 し て い る が 、 本 実 施 の 形 態 で
は 、 こ れ ら を Ｆ Ｐ Ｇ Ａ ５ １ の 外 部 に 配 置 し て い る 点 が 相 違 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 本 実 施 の 形 態 に お い て は 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 例 え ば Ｆ Ｐ Ｇ Ａ ５ １ の 外 部 に Ｃ Ｐ Ｌ Ｄ ５
２ を 設 け 、 Ｃ Ｐ Ｌ Ｄ ５ ２ の 内 部 に ウ ォ ッ チ ド ッ ク ク リ ア 信 号 生 成 部 １ ３ と ウ ォ ッ チ ド ッ ク
制 御 部 １ ４ と を 配 置 し て い る 。 Ｃ Ｐ Ｌ Ｄ ５ ２ は 、 Ｆ Ｐ Ｇ Ａ ５ １ よ り も コ ン フ ィ グ レ ー シ ョ
ン を 早 く 完 了 す る よ う に な さ れ て い る 。 Ｃ Ｐ Ｌ Ｄ ５ ２ よ り も Ｆ Ｐ Ｇ Ａ ５ １ の ほ う が コ ン フ
ィ グ レ ー シ ョ ン を 早 く 完 了 す る 場 合 、 Ｆ Ｐ Ｇ Ａ ５ １ が コ ン フ ィ グ レ ー シ ョ ン を 完 了 し て か
ら ウ ォ ッ チ ド ッ ク タ イ マ Ｉ Ｃ ２ に 対 し て ウ ォ ッ チ ド ッ ク タ イ マ ク リ ア 信 号 Ｗ Ｄ ＿ Ｃ Ｌ Ｒ が
出 力 さ れ る ま で の 間 に タ イ ム ラ グ が 生 じ て し ま い 、 リ セ ッ ト 動 作 が 行 わ れ て し ま う 可 能 性
が 生 じ る が 、 こ の よ う に す る こ と に よ っ て 、 不 要 な リ セ ッ ト 動 作 を 回 避 す る こ と が で き る
。 そ の 他 の 構 成 要 素 や 各 構 成 要 素 か ら 出 力 さ れ る 各 種 信 号 は 、 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 一 で
あ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 こ の よ う に 構 成 す る こ と で 、 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様 の 効 果 が 得 ら れ 、 更 に 設 計 の 自 由
度 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 な お 、 第 ４ の 実 施 の 形 態 の 変 形 例 と し て 、 ウ ォ ッ チ ド ッ ク タ イ マ Ｉ Ｃ ２ の 替 わ り に 、 Ｃ
Ｐ Ｌ Ｄ ５ ２ の 内 部 に ウ ォ ッ チ ド ッ ク タ イ マ 部 を 配 置 し て も よ い 。 こ の よ う に 構 成 す る こ と
で 、 Ｃ Ｐ Ｌ Ｄ ５ ２ の コ ン フ ィ グ レ ー シ ョ ン が 完 了 す る ま で は ウ ォ ッ チ ド ッ ク タ イ マ 部 が 動
作 し な い た め 、 Ｃ Ｐ Ｌ Ｄ ５ ２ よ り も Ｆ Ｐ Ｇ Ａ ５ １ が コ ン フ ィ グ レ ー シ ョ ン を 早 く 完 了 し た
場 合 に も 、 不 要 な リ セ ッ ト 動 作 を 回 避 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 以 上 の 実 施 の 形 態 か ら 、 次 の 付 記 項 に 記 載 の 点 に 特 徴 が あ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 （ 付 記 項 １ ） コ ン ト ロ ー ラ の 暴 走 を 検 知 す る 暴 走 検 知 手 段 と 、 前 記 暴 走 検 知 手 段 に よ る
検 知 結 果 に 応 じ て リ セ ッ ト を か け る リ セ ッ ト 手 段 と 、 前 記 コ ン ト ロ ー ラ の 起 動 完 了 を 検 知
す る 起 動 完 了 検 知 手 段 と 、 前 記 コ ン ト ロ ー ラ が 起 動 未 完 了 の 場 合 に 前 記 リ セ ッ ト 手 段 に よ
る リ セ ッ ト を 回 避 す る リ セ ッ ト 回 避 手 段 と 、 前 記 リ セ ッ ト 回 避 手 段 に よ り 回 避 し た 結 果 に
基 づ い て リ セ ッ ト を 設 定 す る リ セ ッ ト 設 定 手 段 と を 具 備 し た こ と を 特 徴 と す る 、 電 子 内 視
鏡 装 置 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 （ 付 記 項 ２ ） 前 記 コ ン ト ロ ー ラ は 、 Ｆ Ｐ Ｇ Ａ や Ｃ Ｐ Ｌ Ｄ の 内 部 に Ｃ Ｐ Ｕ を 具 備 し て 構 成
さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 付 記 項 １ に 記 載 の 電 子 内 視 鏡 装 置 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
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　 （ 付 記 項 ３ ） 前 記 起 動 完 了 手 段 は 、 前 記 コ ン ト ロ ー ラ の ハ ー ド の コ ン フ ィ グ レ ー シ ョ ン
が 完 了 し た こ と を 検 知 す る コ ン フ ィ グ レ ー シ ョ ン 完 了 検 知 手 段 と 、 ソ フ ト の イ ニ シ ャ ラ イ
ズ が 完 了 し た こ と を 検 知 す る イ ニ シ ャ ラ イ ズ 完 了 検 知 手 段 と を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る
、 付 記 項 ２ に 記 載 の 電 子 内 視 鏡 装 置 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 （ 付 記 項 ４ ） 前 記 リ セ ッ ト 回 避 手 段 は 、 前 記 コ ン ト ロ ー ラ が 起 動 未 完 了 の 場 合 に 、 前 記
リ セ ッ ト 手 段 が リ セ ッ ト を 出 力 し な い こ と を 特 徴 と す る 、 付 記 項 ２ に 記 載 の 電 子 内 視 鏡 装
置 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 （ 付 記 項 ５ ） 前 記 リ セ ッ ト 回 避 手 段 は 、 前 記 コ ン ト ロ ー ラ が 起 動 未 完 了 の 場 合 に 、 前 記
リ セ ッ ト 手 段 に よ る リ セ ッ ト を 無 効 と す る こ と を 特 徴 と す る 、 付 記 項 ２ に 記 載 の 電 子 内 視
鏡 装 置 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 （ 付 記 項 ６ ） 前 記 リ セ ッ ト 設 定 手 段 は 、 前 記 リ セ ッ ト 回 避 手 段 に よ り リ セ ッ ト を 回 避 し
た 回 数 を カ ウ ン ト す る カ ウ ン ト 手 段 と 、 前 記 カ ウ ン ト 手 段 に よ る 結 果 に 基 づ い て リ セ ッ ト
を か け る 手 段 と を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 、 付 記 項 ２ に 記 載 の 電 子 内 視 鏡 装 置 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 （ 付 記 項 ７ ） 前 記 暴 走 検 知 手 段 と 前 記 リ セ ッ ト 手 段 と の 少 な く と も ど ち ら か 一 方 が 、 前
記 コ ン ト ロ ー ラ の 内 部 に 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 付 記 項 ２ に 記 載 の 電 子 内 視 鏡
装 置 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 （ 付 記 項 ８ ） 前 記 暴 走 検 知 手 段 と 前 記 リ セ ッ ト 手 段 と の 少 な く と も ど ち ら か 一 方 が 、 前
記 コ ン ト ロ ー ラ の 外 部 に 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 付 記 項 ２ に 記 載 の 電 子 内 視 鏡
装 置 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 （ 付 記 項 ９ ） 前 記 リ セ ッ ト 回 避 手 段 と 前 記 リ セ ッ ト 設 定 手 段 と の 少 な く と も ど ち ら か 一
方 が 、 前 記 コ ン ト ロ ー ラ の 内 部 に 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 付 記 項 ２ に 記 載 の 電
子 内 視 鏡 装 置 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 （ 付 記 項 １ ０ ） 前 記 リ セ ッ ト 回 避 手 段 と 前 記 リ セ ッ ト 設 定 手 段 と の 少 な く と も ど ち ら か
一 方 が 、 前 記 コ ン ト ロ ー ラ の 外 部 に 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 付 記 項 ２ に 記 載 の
電 子 内 視 鏡 装 置 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ８ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 わ る 電 子 内 視 鏡 装 置 の コ ン ト ロ ー ラ に 関 す る 異 常
監 視 手 段 の 構 成 を 説 明 す る ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 Ｃ Ｐ Ｕ １ １ が 正 常 に 起 動 し た 場 合 に お け る 異 常 監 視 動 作 を 説 明 す る タ イ ミ ン グ チ
ャ ー ト で あ る 。
【 図 ３ 】 Ｃ Ｐ Ｕ １ １ が 起 動 中 に 異 常 を 起 こ し た 場 合 に お け る 異 常 監 視 動 作 を 説 明 す る タ イ
ミ ン グ チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に 係 わ る 電 子 内 視 鏡 装 置 の コ ン ト ロ ー ラ に 関 す る 異 常
監 視 手 段 の 構 成 を 説 明 す る ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 の 形 態 に 係 わ る 電 子 内 視 鏡 装 置 の コ ン ト ロ ー ラ に 関 す る 異 常
監 視 手 段 の 構 成 を 説 明 す る ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 第 ４ の 実 施 の 形 態 に 係 わ る 電 子 内 視 鏡 装 置 の コ ン ト ロ ー ラ に 関 す る 異 常
監 視 手 段 の 構 成 を 説 明 す る ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 １ … Ｆ Ｐ Ｇ Ａ 、 ２ … ウ ォ ッ チ ド ッ ク タ イ マ Ｉ Ｃ 、 ３ … ク ロ ッ ク 、 １ １ … Ｃ Ｐ Ｕ 、 １ ２ …
そ の 他 制 御 部 、 １ ３ … ウ ォ ッ チ ド ッ ク ク リ ア 信 号 生 成 部 、 １ ４ … ウ ォ ッ チ ド ッ ク 制 御 部 、
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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摘要(译)

要解决的问题：提供一种电子内窥镜装置，即使使用超过CPU开始时间
的超时持续时间的手表定时器，也可以防止CPU重复重启。解决方案：
电子内窥镜设备包括：CPU 11，当正常操作时输出第一脉冲信号;表座清
除信号产生部分13产生第二脉冲信号;表盘控制部分14，输出第一脉冲信
号或第二脉冲信号作为来自CPU11的激活完成的检测结果的异常观察信
号，以及在从异常观察信号检测到CPU11的异常之后输出重置信号的表
座定时器IC2。 Ž
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